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　環境･健康募金は、昭和35(1960)年
から実施し、2019年度で60回目を迎え
ました。集まった募金は、募金委員会に
よって適正に配分され、各市町公衛協の
活動資金として地域社会に役立てられて
います。

『環境・健康募金』

 環境･健康募金
　 総額（円）

10,355,822

市町名 募金額（円）対前年実績比（％）
府 中 町
海 田 町
熊 野 町
坂 町
江 田 島 市
竹 原 市
大 崎 上 島 町
大 竹 市
廿 日 市 市
廿日市市大野
廿日市市佐伯
廿日市市吉和
廿日市市宮島
安 芸 太 田 町

1,164,900

0

0

0

0

0

0

0

2,560,326

0

0

0

0

0

69.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

75.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

市町名 募金額（円）

合 計 10,355,822 18.3

2019年度
　地区衛生組織活動資金募集

通称

北 広 島 町
安芸高田市
東 広 島 市
三 原 市
世 羅 町
尾 道 市
福 山 市
府 中 市
神石高原町
三 次 市
庄 原 市
呉 市
そ の 他

749,400

0

0

278,480

0

1,449,100

4,081,620

0

0

0

0

0

71,996

69.1

0.0

0.0

16.6

0.0

32.5

47.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

105.2

※この表は、2019年5月末までに、市
町公衛協事務局から募金委員会に
振込みのあった実績額を示していま
す。 

ちゃんコケン 坊ーエコ や

対前年実績比
（％）

募金の使途（公衛協配分金）
環境づくり
・ごみの減量化と分別排出の徹底・リサイクル活動の推進
・道路、河川など生活空間の美化活動
・脱温暖化に向けたライフスタイルの推進
・みちクリーン・散乱ごみの追放運動
・脱温暖化普及啓発活動

　　　　芦田川等一斉清掃　　　　
（府中市公衆衛生推進委
員会連合会）

第５８回環境保健夏季大学第５８回環境保健夏季大学第５８回環境保健夏季大学

　

令
和
元
年
6
月
14
日
に

当
協
会
で
、当
協
会
と
（
公

財
）
岡
山
県
環
境
保
全
事

業
団
が
、「
災
害
時
相
互

支
援
協
定
」
の
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
、
水
害
な

ど
大
規
模
な
自
然
災
害
が

増
え
て
い
ま
す
。
大
規
模

災
害
が
発
生
す
る
と
、
分

析
機
器
の
被
害
の
み
な
ら

ず
、
職
員
の
被
災
、
道
路

や
交
通
機
関
の
混
乱
な
ど

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
調
査

分
析
機
関
が
相
互
に
連

携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、

通
常
の
業
務
が
行
な
え
な

い
状
況
に
陥
っ
て
も
、
調

査
分
析
業
務
を
継
続
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
災
害
か

ら
の
早
期
復
旧
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

災
害
時
の
支
援
内
容

は
、
測
定
機
器
や
備
品
、

試
薬
、
消
耗
品
な
ど
の
応

急
物
資
の
調
達
、
技
術
者

な
ど
の
人
員
派
遣
、
試
験

検
査
業
務
の
代
替
遂
行
を

想
定
し
て
お
り
、
罹
災
の

状
況
に
応
じ
て
協
議
し
ま

す
。

　

当
協
会
は
今
後
も
、
基

本
理
念
『
み
ん
な
の
生
命

（
い
の
ち
）
を
ま
も
り
た
い
』

の
と
お
り
、
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
。

応
急
物
資
調
達
や
人
員
派
遣
な
ど

日　時： 2019年７月４日（木）～５（金）　
　　　　受付開始：12：00～　開講式：13：00～
会　場：グリーンピアせとうち　（呉市安浦町三津口326-48）
主なプログラム（予定）
　【１日目】　■内容：「災害時における水の利用（仮）」
　　　　　　　講師：福山市立大学都市経営学部　
　　　　　　　　　学部長　堤　行彦　教授
　　　　　 ■公衛協事例発表
　　　　　 ■交流会「情報交換ルーム」
　　　　　 ■災害クッキングの実践 ・ 試食、防災グッズの展示
　【２日目】　■１万人の食チェック事業　おたのしみ抽選会
　　　　    ■ワーク「ＳＤＧｓと公衛協活動」
　　　　　　　講師：特定非営利活動法人ひろしまＮＰＯセンター
　　　　　　　　　 専務理事・事務局長　松原　裕樹　氏
　　　　　 ■全体会　まとめ

　今年度の夏季大学は、災害時の水に関すること、持続可能な開発
目標（ＳＤＧｓ）に関すること、公衛協活動事例発表をもとに意見交換・
交流を行います。

　

当
協
会
・
健
康
科
学
セ

ン
タ
ー
の
大
岡
亜
由
美
次

長
が
「
労
働
衛
生
関
係
の

業
務
に
２０
年
以
上
従
事

し
、
そ
の
業
績
が
特
に
顕

著
で
他
の
範
と
す
る
者
」

と
し
て（
公
社
）全
国
労
働

団
体
連
合
会
の
「
全
国
労

働
団
体
連
合
会
功
績
賞
」

を
受
賞
し
、
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
2
0
1
9
年
度

定
時
総
会
に
お
い
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
役
職
員
一
同
、大
岡

次
長
の
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。

全
国
労
働
衛
生
団
体
連
合
会
功
績
賞
を
受
賞

健康科学センター
　大岡　亜由美

岡山県環境保全事業団理事長坂井様（右）、当協会理事長佐藤均（左）

　●府中市公衆衛生推進協議会連合会
　　防災の視点を取り入れたウォーキング事業の内容や成果・課題など
　●安芸太田町公衆衛生推進協議会
　　監視カメラを利用した不法投棄対策の取り組みと成果や課題など
　●江田島市公衆衛生推進協議会
　　衛生害虫駆除運動として継続しているゴキブリホウ酸団子の成果や
　　課題など
　●三原市公衆衛生推進協議会
　　市内全域で取り組む水辺教室・海辺教室事業の成果や課題など
　●（一社）尾道市公衆衛生推進協議会
　　公衛協や他団体など協力して定期的に実施している健康大学のメニ
　　ューや成果など

～ 1 日目の事例発表の予定　～

新
た
な
災
害
協
定
に
調
印

岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団


